
ＩＣＴコトづくり検討会議（第４回）議事録 

 

１．日時 

  平成２５年４月２５日（木）１０：００～１２：００ 

２．場所 

  中央合同庁舎２号館１１階 第３特別会議室 

３．出席者 

（１）構成員 

三友座長、谷川座長代理代理（木村氏）、岩浪構成員、岡村構成員、梶浦構成員、 

神竹構成員、木谷構成員、柴崎構成員、林構成員、藤山構成員代理（西村氏）、 

三膳構成員、森川構成員、吉崎構成員 

（２）オブザーバー 

内閣官房IT担当室、経済産業省 

（３）総務省 

柴山総務副大臣、橘総務大臣政務官、桜井情報通信国際戦略局長、 

山田情報通信国際戦略局参事官、中村融合戦略企画官 

４．議事 

 （１）第２回ＩＣＴ成長戦略会議について 

 （２）これまでの検討状況について 

 （３）意見交換 

 （４）その他 

５．議事概要 

 

【三友座長】  それでは、定刻となりましたので、ただいまからＩＣＴコトづくり検討

会議第４回の会合を開催させていただきたいと思います。 

 皆さん、おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。 

 本日、谷川座長代理は、木村様が代理でご出席されております。後半にいらっしゃるこ

とができるのではないかということでしたので、もしいらっしゃれば途中でかわっていた

だくという形になろうかと思います。それから藤山構成員におかれましては、海外出張と

いうことでございまして、西村様が代理でご出席されております。よろしくお願いいたし
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ます。 

 始めに、本会議の開催に当たりまして、柴山副大臣よりご挨拶をいただきたいと思いま

す。 

【柴山総務副大臣】  皆さん、おはようございます。ＩＣＴコトづくり検討会議第４回

目の開催ということで、本当にいつも構成員の皆様、ありがとうございます。 

 先般、本会議の親会に当たるＩＣＴ成長戦略会議の第２回会合が開催され、三友座長か

ら、本会議の検討状況についてご発表をいただきました。後ほど座長からご報告をいただ

けると聞いておりますけれども、大分方向性が見えてきたという印象がございます。今後

はこのコトづくりの会議、いわゆる各種のデータを活用して付加価値を創造するという、

このコンセプトを踏まえて、実践的なアウトプットを固めるための議論が中心になってく

るのかなと思っております。そのためには戦略的な観点で、具体的な手法、スケジュール、

そういったものも含めたご議論をしていただくことになろうと思います。 

 ＩＣＴのコトづくりは、我が国の社会や経済を好転させる高い可能性を秘めた一方、そ

の推進をしていくに当たっては、それを阻む制度的な課題も存在するのではないかと思い

ます。技術的な取り組みと今申し上げた制度的な取り組み、これを一体的に進めるという

観点でぜひご議論をいただきまして、我が国の仕組みトータルとして思い切った変革をし

ていくような取りまとめを、ぜひお願いしたいと思っております。 

 残された時間は多くありませんけれども、ぜひ構成員の皆様のご見識、そしてご経験を

生かして積極的にご議論を賜りますよう、心からお願い申し上げます。ありがとうござい

した。 

【三友座長】  どうもありがとうございました。 

 続きまして、橘政務官よりご挨拶をいただきたいと思います。 

【橘総務大臣政務官】  続いてご挨拶させていただきます。皆様方には本当にお忙しい

ところ、こうやって会議に毎回ご出席いただき、本当にありがとうございます。 

 今ほど副大臣からお話がございましたように、つくっていただいているもの、そのもの

に付加価値をつけていくという、コトづくりということでございまして、この具体的なア

ウトプットに向けて、いよいよ第４回、今日から最後追い込んでいただくという状況に入

ってまいります。 

 今、内閣全体として、この国の成長戦略を打ち立てようとしておりますし、ＩＣＴの役

割は非常に大きいということで、総務省においても新藤大臣、柴山副大臣のもと、ＩＣＴ
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成長戦略というものを打ち立てて、これを内閣の施策に持ち込んでいこうということで、

ＩＣＴ成長戦略のもとにこの会議を含めて８つの会議が、それぞれ今アウトプットをつく

り出すべく活動を続けているわけであります。どうかまた今日の会議の中で、だんだんと

皆さんの思いがそういう具体的な形に結晶してまいりますように、ご期待申し上げながら、

今日もどうかよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

【三友座長】  どうもありがとうございました。 

 それでは事務局より、本日の配付資料の確認をお願いいたします。 

【中村融合戦略企画官】  本日の配付資料でございます。お手元の資料４－１、４－２、

４－３、参考資料４－１、４－２がございます。過不足等ございましたら、お申しつけい

ただければと思います。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。もし過不足等ございましたら、お知らせ

ください。 

 早速本日の議事に入りたいと思います。お手元の議事次第に従いまして、進めてまいり

たいと思います。 

 その前に、１つだけご報告がございますが、先ほど副大臣からご紹介がありましたよう

に、ＩＣＴ成長戦略会議の第２回会合が、先週４月１５日月曜日に開催されまして、本会

議からは私と谷川座長代理が出席いたしました。簡単に、そのときの模様をお話しさせて

いただきたいと思います。 

 基本的にはそれぞれの部会から報告があったわけですけれども、我々の検討会議からは、

お手元の参考資料４－１、かなり後ろのほうに２枚になっている資料がございますけれど

も、参考資料４－１に基づきまして、発表をいたしました。１枚目につきましては私から、

このＩＣＴコトづくり検討会議の検討状況ということでご報告をさせていただきまして、

２枚目につきましては谷川座長代理から、ＩＣＴ成長戦略会議に向けての意見陳述という

形でお話をさせていただきました。 

 簡単に参考資料４－１の１枚目のご説明を申しますと、これは前回この検討会議の会合

は非公開でさせていただきましたが、そのときに構成員の皆さんから、かなり幅広でなお

かつ非常に有意義な意見をたくさん頂戴いたしました。そのときにいただいた意見をなる

べく含めるような形で、このペーパーをつくりました。 

 背景等いろいろございますけれども、肝心なところは一番下の紫で囲んだ部分でござい

まして、推進プロジェクトと書いてございますけれども、我々の方向性として、３つの方
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向性があるだろうと。１つはＩＣＴコトづくりプロジェクトの推進ということで、これは

特区的な構想を含めて、何らかのプロジェクトを進めていくということ。それからもう一

つは、新たな産業の創出に向けた環境整備でございます。これはビッグデータ等の利用可

能性、それを阻む問題、いろいろな環境整備の必要がございますけれども、その環境整備

をともにやっていこうということでございます。３番目としては社会インフラとしてのデ

ータ基盤の強化ということでございます。 

 こういった方向性でこの会議は進めていくということを、ご報告申し上げました。 

 また今後の各会議の検討を進めるに当たりまして、新藤大臣のほうから構成員に宛てま

して、参考資料４－２としてお配りしております「「ＩＣＴによる成長戦略」の推進にあた

って」という２枚物の資料が配付されました。当日、新藤大臣は国会に出席されましたた

めに欠席されましたけれども、柴山副大臣よりこの内容につきましてはご説明がなされま

した。読んでいただければ非常に明確にわかると思いますけれども、平成２６年度予算要

求につながるような具体的なプロジェクト、特に実践的なプロジェクトが進むように、ア

ウトプットとしてそのプロジェクトができるように早急に検討会議の内容をまとめること、

その際関係省庁との連携あるいは調整を図ること、ＩＣＴ成長戦略会議のもとに８会議が

ございますけれども、その８会議が相互に連携をとって、さらに省内に設置されておりま

す他の会議、例えば地域の元気創造本部あるいはＧ空間×ＩＣＴ推進会議と有機的な連携

を図ること、横断的あるいは共通的な視点にも注意してプロジェクトを進めるというよう

な５点について、留意点としてお示しいただきました。 

 この会議につきましても、大臣のこのご指示を踏まえまして、コトづくりの推進に資す

るＩＣＴの活用方策等につきまして、今後検討して内容を取りまとめていきたいと思って

おります。 

 何かご質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは次に、前回会合で皆様から頂戴いたしました意見に基づきまして、事務局に本

会議の論点等を整理していただきましたので、説明をいただきたいと思います。 

 それでは、事務局からよろしくお願いいたします。 

【中村融合戦略企画官】  それではお手元の資料４－１に基づきまして、これまで皆様

から頂戴いたしました論点を、事務局のほうで整理させていただきましたので、簡単にご

説明させていただければと思います。 

 お手元の資料１ページ目でございますが、今、座長からお話がございました先日のＩＣ

 -4- 



Ｔ成長戦略会議におけます、三友座長からのご説明資料でございます。この資料に基づき

まして、少しこれまでのご議論を整理させていただいたところでございます。 

 まず、２ページ目からが背景ということでございます。 

 ３ページ目でございます。まず、なぜ今ＩＣＴコトづくりなのかということでございま

して、ハードウエアからサービスに事業構造が変化してきたというような状況、あるいは

諸外国におきましてもイノベーション開発のための動向が進んできておるというような状

況を踏まえまして、これまでのものづくりだけで優位性を確保することは非常に難しい状

況に直面してきているということでございまして、従来のビジネス構造から脱却いたしま

して、ＩＣＴを活用した新しい産業構造に転換、変革することが必要であるというような

ことが、今、ＩＣＴコトづくりにつきましてご議論いただいている背景としてあるのかと

考えているところでございます。 

 この背景をさらにブレークダウンしていきましたのが、４ページ目以降でございます。

まず４ページ目に、このコトづくりの背景といたしまして、社会、経済構造の変化という

ことでまとめてございます。国際競争力、ＩＣＴの分野を初めといたしまして、国際的な

競争力の低下が言われてございまして、ＧＤＰのシェアですとか、競争力のランキングと

いったようなことが上げられるかと思います。また、技術力によります差別化という点で

も、非常に限界が見えてきたという状況かと思います。さらに社会構造の変化ということ

で、ライフスタイルの多様化、あるいは開発プロセスの多様化といったことが上げられる

かと思います。 

 いずれにいたしましても、我が国の企業は非常に厳しい状況に直面しているということ

でございまして、新しいビジネスモデルを模索しているということが、ＩＣＴコトづくり

の背景として上げられるかと思います。 

 次に５ページ目、６ページ目は、今申し上げたことのバックデータをお示ししてござい

ます。ＧＤＰのシェアですとか世界製造業競争力ランキング、あるいは６ページ目、技術

の強みで優位を保てる期間、付加価値が高い・低いと考えられる工程ということでござい

まして、今後の各工程の付加価値につきましては、組立の工程というよりは企画・マーケ

ティングあるいは研究開発、設計といった工程で付加価値が生まれてくるのではないかと

いうようなデータが示されているところでございます。 

 それから７ページ目でございます。背景の２つ目といたしまして、ＩＣＴのトレンドと

いうことを挙げさせていただいております。インターネットの普及、社会基盤化というこ
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とはもちろんでございますが、情報機器の高度化というようなことでセンサーあるいは通

信モジュール、これらの低価格化、小型化に伴う普及、発展、それからビッグデータ利活

用の進展、ビッグデータを使ったビジネスがようやく世の中に出てきたというような状況

が、背景として挙げられるかと思います。これまでＩＣＴは、業務の効率化ですとかある

いは簡素化といった、いわゆる守りのＩＣＴ投資といったことで重きが置かれてきたよう

な傾向もございますが、今後そのＩＣＴを使って新しい付加価値を創出していくという、

まさしく攻めのＩＣＴ投資へというような、こういったことがこのコトづくりの検討を進

めるトレンドとして挙げられるかと思います。 

 今申し上げたようなことを、これも８ページ目、９ページ目にそれぞれ、センサーの小

型化・低価格化、あるいは通信モジュールの価格の推移、それからデジタルデータ量の増

加、いわゆるビッグデータの利活用というようなことでまとめてございます。 

 さらにこのコトづくりの背景の３つ目といたしまして、コトづくりに関する関心の高ま

りということで挙げてございます。まず産業界におきましては、経済同友会あるいは産業

競争力懇談会といった場におきまして、従来のものづくりからコトづくりへの変革の方向

性といったことにつきまして、それぞれご議論をいただいているような状況がございます。

またこの会議の１回目で、経済産業省様から発表していただきましたが、経済産業省様に

おきましても、ＩＴ融合フォーラムの創設を初めとする各種取り組みが進められていると

いう状況でございます。 

 これらの参考資料を、１１ページ目から添付してございます。１１ページ目が、経済同

友会におけます、もの・ことづくり委員会での中間提言ということでございまして、多様

化するグローバルマーケットでの徹底したマーケット側からの視点によるビジネスづくり、

これをコトづくりと定義してございますが、こういったコトづくりの実践が今後の鍵にな

ってくるというような観点で、１から３の提言をおまとめいただいたというのが、経済同

友会様の取り組みの状況でございます。 

 また産業競争力懇談会、ＣＯＣＮにおけます取り組みということで１２ページ目、簡単

にご紹介してございますが、平成２３年度の報告書、最近では平成２４年度の報告書の中

で、それぞれコトづくりにつきまして、産業界からの観点でコトづくり力の強化をするた

めには、どういったことが必要かといったようなご議論をいただいているという状況でご

ざいます。 

 さらに１３ページ目から、経済産業省様におけます取り組みということで、ＩＴ融合フ
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ォーラムを創設されて活動を進められていること、具体的にプロジェクトグループを設置

されて、１４ページ目でございますが、プローブデータあるいはエンジニアリングデータ

を活用されたプロジェクトについて、検討されています。さらには１５ページ目、ＩＴ融

合システム開発事業といったような具体的な取り組みを進められているというようなこと

も、背景として上げられるかと思います。 

 さらに１６ページ目でございます。具体的にＩＣＴコトづくりという観点でビジネスを

始められているケースが、かなり見受けられるようになってきたのかなということでござ

いまして、皆様からいただきましたこれまでのプレゼンテーションの中から、幾つか具体

的な事例をご紹介してございます。この資料の後ろのほうに、具体的な事例、先行事例と

いうことで改めて３８ページ目以降で関連資料をお付けしてございますので、また後ほど、

簡単に触れさせていただければと考えてございます。 

 こういった幾つかの背景あるいは具体的な事例を踏まえまして、じゃあ、ＩＣＴコトづ

くりということについてどのように考えていくかということで、１７ページ目以降まとめ

てございます。 

 ＩＣＴコトづくりにつきましては、まずユーザー視点、利用者視点にきちんと立つとい

うこと、その上でイノベーションを創出するような新しいビジネスですとか、仕組みを構

築していこうということが、簡単に申し上げますとＩＣＴコトづくりの基本的な考え方と

いうことで挙げられるのではないかと思います。また、これまで皆様から頂戴しましたご

意見等を踏まえますと、こういったＩＣＴコトづくりにおけますＩＣＴの具体的な活用方

策といたしましては、センシングデータですとかオープンデータといった新しいデータの

利活用、それからクラウドといった新しいＩＣＴの技術、サービスの活用といったことが

挙げられるかと思います。 

 また、このＩＣＴコトづくりの対象範囲でございますが、製造業だけに限らず広くサー

ビス業等も含めまして、幅広い分野で対象と考えられるのではないかということでござい

ます。 

 また、こういったＩＣＴコトづくりの考え方を実践すべき工程といたしまして、製品の

企画、開発といったような部分、あるいはメンテナンスの部分、アフターサービスといっ

たような高い付加価値が生まれるようなプロセスにおいて、こういったＩＣＴコトづくり

を実践すべきというようなご意見をいただいていたかと思います。 

 このＩＣＴコトづくりの方向性という意味合いでも、幾つかご意見を頂戴してございま
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した。新しい付加価値の創出を目的としたビジネスモデルを構築していく、またプロダク

トアウトからマーケットインに発想を転換していく、さらには日本の強みを生かしたビジ

ネス展開ですとか製品・サービスのローカライゼーションといったことを強化していくよ

うな方向性も、ご意見を頂戴したかと思います。また、きちんとビジネスとしての継続性

を確保するような取り組みであることが重要だというようなご意見も、いただいていたか

と思います。 

 こういったことも踏まえまして、１９ページ目でございます。ＩＣＴコトづくりの今後

の展開ということでございまして、具体的にＩＣＴコトづくりを活用いたしまして、どの

ような社会を目指していくのか、どのような社会を構築していくのかということでござい

まして、ＩＣＴで生活者、ユーザー、あるいはビジネス、行政、社会がきちんとつながっ

ていきまして、データが新しい価値を生み出すような、これによって持続的成長が可能と

なる、そういった社会を目指していくというようなことが、ＩＣＴコトづくりの大きな方

向性、基本的な考え方として挙げられるのではないかと思います。 

 具体的な方向性といたしまして、さらにその下に３つ挙げさせていただいてございます。

我々の身の回りにある社会課題を解決していくというような方向性、あるいは企業の競争

力を強化していく、ビジネスを発展させていくというような方向性、さらには新しいサー

ビスを創出する、ユーザーにメリットをもたらすというような方向性、こういった大きな

３つの方向性が挙げられるのではないかと考えているところでございます。 

 こういった基本的な考え方に関連いたします、これまでの皆様からのプレゼンテーショ

ン資料等を、少し参考資料としてまとめさせていただいたのが、２０ページ目以降でござ

います。 

 梶浦構成員からご発表いただいた製造業のサービス化、サービス産業の強化、あるいは

情報の共有管理といったことを２０ページ目でお示ししてございます。 

 さらに２１ページ目、村上様からご発表いただきましたサービスドミナントロジックと

いうようなご説明もあったかと思います。 

 さらに２２ページ目でございます、谷川座長代理からご発表いただきました、課題解決

型のイノベーション、サービスイノベーション、技術イノベーションといったこと、特に

この超熟社会におきましては、課題解決型イノベーションという部分でのシェア、比率が

それなりに大きくなってくるのではないかというお話もございました。 

 また柴崎構成員からの発表資料で、求められるイノベーションということで、ビジネス
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イノベーション、ソーシャルイノベーション、地域イノベーションというキーワードをご

紹介いただいたところでございます。 

 こういったＩＣＴコトづくりの基本的な考え方に基づきまして、さらに具体的に社会的

イメージ、どういった社会を目指していくのかということでございまして、２５ページ目、

大きな方向性といたしまして、先ほど社会課題の解決、ビジネス、企業競争力の強化、あ

るいは新たなサービスの創出ということをご説明させていただきましたが、こういった方

向性に基づきまして、ソーシャルイノベーション、ビジネスイノベーション、ユーザーイ

ノベーションという大きな３つの観点で、期待される３つのイノベーションをご紹介して

ございます。いずれにいたしましても、データを社会インフラ化した上で利活用していく、

あるいはきちんと発展してきたＩＣＴを活用していくということが、大きなイメージとし

て上げられるかと思います。 

 今申し上げましたそれぞれのソーシャル、ビジネス、ユーザーという切り口で、２６ペ

ージ目から簡単にそれぞれご紹介してございます。 

 期待されるソーシャルイノベーションという意味では、資源不足あるいは高齢化社会と

いったような、我々が抱えてございます社会課題をきちんと解決に導くような観点で、Ｉ

ＣＴコトづくりを進めていく、あるいはこういった社会課題を解決する、課題先進国とし

てこの解決策を海外に展開することによりまして、国際社会に貢献するというような方向

性も挙げられるかと思います。 

 それから２７ページ目、２つ目のビジネスイノベーションでございます。いわゆる日本

らしさ、日本の強みといったことも十分に活用いたしまして、国際展開も視野に入れて新

しいビジネスを積極的に展開することによりまして、持続的な我が国のビジネスの成長に

つなげていくということが、大きな方向性のイメージの２つ目として挙げられるかなと考

えてございます。 

 さらに２８ページ目でございます。ユーザーイノベーションということでございまして、

個々のユーザーの方々に着目をしているところでございます。いわゆるＭ２Ｍといった機

器情報だけでなく、人の行動に関するような情報も含めまして、多様な情報を積極的に活

用して、新しいサービス、ユーザーの方々へのメリットを生み出すようなサービスの創出

が可能となり、皆様の生活の利便性の向上を実現するというようなことが、方向性の１つ

として挙げられるという考え方でございます。 

 それから２９ページ目でございます。こういったＩＣＴコトづくりの発展性、これから
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の発展イメージということでございますが、方向性としては、これまでご説明させていた

だいたイメージがあろうかと思います。ただ今後の推進に向けまして、さらに具体的なイ

メージ、わかりやすいイメージというものをやはり示していくことが必要ではないかとい

うことが、まだ論点としてはあろうかと思ってございます。具体的には、今申し上げまし

た例えば３つの観点、３つのイノベーション、ソーシャル、ビジネス、ユーザーといった

ことに着目をいたしまして、少し具体的な発展イメージですとか、どういったメリットが

期待されるのかといったことにつきまして、さらにかみ砕いていただく、具体化していた

だくことが必要ではないかというような、ＩＣＴコトづくりの発展イメージが、本日ある

いはこれからのご議論の、１つ大きなポイントとして挙げられるのかなと考えているとこ

ろでございます。 

 さらに３０ページ目からでございますが、具体的な取り組みとして、何を進めていけば

よいのかということをまとめてございます。 

 ３１ページ目でございます。今後講じるべき具体的な施策といたしまして、始めに三友

座長からお話がございましたが、先日のＩＣＴ成長戦略会議における議論を踏まえまして、

大きな３つのポイントが、今後の具体的な方策として挙げられるかと考えているところで

ございます。３１ページに３つお示ししてございます。１つ目でございますが、総務大臣

からのペーパーにもございましたが、具体的・実践的なプロジェクトベースのアイデアを

きちんと進めていく必要があるのではないかということでございまして、具体的なＩＣＴ

コトづくりプロジェクトの取り組みをどのように考えるのかというようなことが、大きな

検討のポイントとして挙げられるかと思います。 

 さらに、ＩＣＴコトづくりを進めていく上で必要となる環境の整備をどのように考える

のかということが、論点の２つ目として挙げられるものではないかと思います。具体的に

これまで頂戴してきた議論の中では、インキュベーション機能の強化、あるいは人材の育

成、産学官が連携してともにつくり上げることができる、そういった場の構築といったキ

ーワードを頂戴していたと考えてございます。 

 さらに具体的施策の３つ目といたしまして、やはりさまざまなデータの利活用方策の取

り組みということが挙げられるかと思います。パーソナルデータを含めまして、あるいは

その技術面のみならず、制度面も含めまして、官民における適切なデータの利活用のあり

方というようなことが、やはり具体的な施策として挙げられるかと思います。 

 先ほどご紹介しました発展イメージと合わせまして、では具体的にＩＣＴコトづくりの
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展開、発展に向けまして、どういった具体的なプロジェクトあるいは環境整備を進めてい

くかということが、やはり今後の大きな論点、整理すべきこととして挙げられると考えて

いるところでございます。 

 今の具体的な施策につきまして、これまで頂戴してきておりましたご意見、コメント等

を３２ページ目以降で少しご紹介してございます。今後のプロジェクトを考えていく意味

では、３２ページ目でございますが、やはり社会性のある新しいアイデアをきちんとビジ

ネス化、事業化につなげていくような仕組みが重要ではないか。きちんと今後のビジネス

として軌道に乗せていくような仕組みを考えていく必要があるのではないか。あるいはそ

の際、いわゆる特区のような考え方も含めて、具体的なプロジェクトを考えていくことが

重要ではないかというご意見を頂戴していたかと思います。やはり社会実装ということが、

キーワードの１つとして挙げられていたところでございます。 

 それから３３ページ目でございます。このプロジェクトを考える上での２つ目のポイン

トといたしまして、いわゆるＭ２Ｍが今後のコトづくりで重要な役割を担っていくのでは

ないかというご議論がございました。各種データの相互接続性あるいは安全性、信頼性と

いったことを確保、向上させるような取り組みが、こういったプロジェクトを考えていく

上では、例として考えられるのではないかというご意見も頂戴していたかと思います。 

 ３４ページ目でございますが、ＩＣＴコトづくりの環境整備を進めていく上で留意すべ

きポイントといたしまして、新しいビジネス、サービスの立ち上がりの活性化に向けて、

インキュベーション機能をどのように強化していくかということが、ご議論としてあった

かと思います。新しいアイデアは幾つか見受けられるものの、きちんとそれを育てていく

ようないわゆるインキュベーター機能というものが、我が国では脆弱なのではないかとい

うご意見を頂戴していたかと思います。 

 それから３５ページ目でございます。環境整備の中の２つ目のポイントといたしまして、

こういったコトづくりに関連するアイデアを、新しいビジネス、サービスに結びつけるこ

とができるような人材の確保、育成といった仕組みが、やはり重要ではないかということ

でございまして、プロデューサー的な人材の育成が重要ではないか、必要ではないかとい

うコメントを頂戴していたかと思います。 

 さらに３６ページ目でございます。新しいビジネス、サービスの裾野の拡大に向けまし

て、産学官がきちんと連携をすることができるような場をつくっていく、ことが重要では

ないかというご意見もいただいていたかと思います。 
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 それから３７ページ目でございます。データの利活用ということもご意見として頂戴し

ていたかと思いますが、制度面も含めまして、官民で適切なデータを利活用する、そのた

めのあり方でございますが、いわゆるパーソナルデータといったようなことも含めまして、

データの流通に関するリスクの対応、あるいはデータのオープン化だけではなく、きちん

と囲い込みをするような検討も必要ではないか、その際データの匿名性といったことにつ

いても、留意する必要があるのではないかというご意見を頂戴していたかと思います。こ

ういったご意見も踏まえまして、具体的なプロジェクトあるいは環境整備といったことに

つきまして、改めてご意見を頂戴できればと考えているところでございます。 

 それから３８ページ目以降につきましては、ＩＣＴコトづくりの具体的なイメージが湧

くような事例紹介をしてございます。皆様から頂戴したプレゼンテーション資料からの引

用、あるいは事務局のほうで簡単に整理させていただきました具体的な事例ということで、

幾つかまとめているところでございます。後ほどごらんいただければと思います。 

 以上、これまでのご議論あるいはプレゼンテーションの中で、三友座長がＩＣＴ成長戦

略会議でお示しいただいたような方向性を少し踏まえまして、事務局のほうで簡単に整理

させていただいたところでございますので、ご議論の参考にしていただければと考えてい

るところでございます。 

 事務局からは以上でございます。 

【三友座長】  はい、どうもありがとうございました。 

 大変、大部な資料になってしまいましたけれども、ご承知のとおりこの会議は非常に多

様な意見が皆様から寄せられまして、そのご意見をまとめた結果が、このような大部なも

のになったものでございます。 

 この中で、どれも非常に重要なんですけれども、今後の方向性ということで考えますと、

まず１９ページ目に、背景に基づいて取り組むべき３つの方向性が示されました。それを

受けまして２５ページ目、ひし形で示されております３つの方向性、これらの持つ具体的

な意味が、この２５ページで示されています。１つはソーシャルイノベーション、もう一

つはビジネスイノベーション、またユーザーイノベーションという形で示されておりまし

て、それを実際に具体的に進めるためにはどうしたらいいかということで、３１ページに

具体的な取り組みが示されております。プロジェクトの推進、環境整備、データの利活用

といった３つの検討ポイントが示されておりまして、３２ページ以降はそのための留意す

べき点が具体的に述べられているという形であると思います。したがいまして、１９、２
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５、３１ページが、今後の方向性という意味で肝となる資料であるというふうに考えてよ

ろしいかと思います。 

 それでは、ここからは意見交換の時間にさせていただきたいと思いますけれども、事前

に谷川座長代理と林構成員から、ご自身のご意見をまとめていただきました資料をご提出

いただいておりますので、まだ谷川座長代理はいらっしゃっていないんですが、ひょっと

すると間に合う可能性もないとは言えないので、ちょっと順番を変えまして林構成員のほ

うから先にご説明いただいて、もし谷川座長代理が間に合わなければ、すみませんけれど

木村様から、よろしくお願いいたします。 

 それでは林さん、よろしくお願いいたします。 

【林構成員】  ゲオの林でございます。第３回の議論の中で、もう少し考えをまとめて

説明をということで、まとめてまいりました。お手元の資料４－３でございます。 

 「ＩＣＴコトづくりで変わる未来」というタイトルをつけさせていただきました。どう

しても私、２０年ほど玩具のバンダイでモノをつくってまいりましたので、ちょっとモノ

寄りの感覚からスタートしているんですけれども、そういった視点でこのタイトルを考え

てみました。 

 まず１枚めくっていただきますと、「はじめに」ということで、私ども開発マンの視点で

は、延長線上にない、破壊的な、といいますか、ちょっとワープした視点でビジネスモデ

ルを考えるというところが、必ず革新のときに必要だということが、まず前提ではないか

と思っております。 

 さらに１枚めくっていただきますと、今回のＩＣＴコトづくりに関しまして、軸は、開

発マン的にいいますと２つあるのかなと。データの社会インフラ化という側面と、モノ自

体をＩＣＴ化する、この２つの合力方向といいますか、そのように捉えました。 

 さらに１枚めくっていただきます。それをもう少し明らかにさせていただきますと、デ

ータの社会インフラ化、データの利活用範囲の拡大を進めることと、モノのＩＣＴ化、ネ

ットワークにつながるモノをどんどん広げていくというような、２方向かなと思います。 

 さらに１枚めくっていただきますと、これはデータ社会のインフラ化のご説明です。企

業内、組織内のデータのみを利活用していた段階から、企業間、組織間でのデータ共有、

さらには将来的にはオープンデータや世界中のビッグデータを利活用するというような時

間軸の流れといいますか、そういう発展が求められると思います。先般ご議論いただいて

おります官から民へのデータ公開というのは、ある意味ではもう第一歩といいますか、前

 -13- 



提としまして、さらにその上にデータをつくり込むといいますか、Ｍ２Ｍのようなモノか

ら発したデータが、どんどん増幅されてクラウドに上がっていく、それをみんなで利活用

するというようなイメージ、ですから官のデータの上にどんどんデータが上乗せされるよ

うなイメージを持っております。 

 次の５ページ目、モノのＩＣＴ化です。部品同士が語り合う、機械が語り合うというよ

うな話からさらに、大きくいいますと家とか街、社会全体までが語り出すようなＩＣＴ化。

それこそビッグデータのハンドリングというようなことが必要かなと。モノとか社会から

生成されたデータが、ある意味、集合知として蓄積されるイメージを持ってございます。 

 次のページです。これはあくまで仮定的な概念ですけれども、ｘ軸がデータの社会イン

フラ化が進む、ｙ軸にモノのＩＣＴ化がどんどん進む、ビジネスがｚの第３軸とします。

この２つの要素が進みますと、ビジネス創出効果というのは、指数関数的に倍々ゲーム以

上の流れになるのではないかというような概念がございます。 

 次のページです。甚だ恥ずかしいんですけれど、もともとおもちゃもやっておりました

ので、たまごっちを例に挙げさせていただきました。「ＩＣＴコトづくりの未来予想図」と

題しまして、次のページでございます。 

 ＩＣＴコトづくりの方向性ということで、これを進めるためには、日本が強みを持って

いるモノをネットワークにつなげて、そのモノたちが語るたくさんのデータを使っていく

ルーリングだとか、そこでの発想が今多分、私自身、これを言っております本人も、全然

どんなモノができるのかは想起していないんですけれども、その時々でアイデアが生まれ

ていくのかなと思います。 

 次の９ページです。ここでは、日本が得意なキャラクター商品の一角をつくっていたた

まごっちを例にとります。この商品の場合は、全世界で４,０００万個、これはファースト

たまごっちというレイヤーの時に売っています。日本で２,０００万個、海外で２,０００

万個、この後たまごっちは４シリーズぐらいやっています。ですからファーストシリーズ

だけで４,０００万個売れています。 

 次のページです。これが例えばＩＣＴ化するとどうなるかというのを、絵そらごとです

けれど考えてみました。これは思いがけない、要するに延長線上にない革新があるのかな

と思うところです。例えば会話データからセンシングして、ニュアンスをつなぐ、そうい

うものがクラウドに上がっていって統計され、解析され、平均値をとったり、偏差を求め

たりという中で、例えば新・流行語大賞みたいなものも出てくるかもしれません。個人の

 -14- 



感情とか身体データ、個人データ、匿名化データを利活用しますと、例えば同じテレビ番

組を見ている人の脈拍が妙に上がる、これは瞬間最高視聴質みたいな、そんなようなもの

が拾えるかもしれない。もう一つは、例えばたまごっちの振動センサーで「あ、地震だ」、

これをモノ同士が語り合うと、たまごっち間通信で、まずは避難を促す。それが統計的に

クラウドに行くと、「この地域、最近微振動が多い」等々の話が、たかがおもちゃでも、あ

るのかもしれないということです。 

 それで１１ページ、もう少し進んだ玩具の場合はどうか。これはペット型の、あえてシ

ンクライアントと書いているんですけれど、クラウドとこのペット型のおもちゃのシンク

ライアントがつながっている場合、ユーザーさんからの感情、言葉、抑揚、身体データ、

それこそ１日１回話しかけていないときは倒れているかもしれないですね。ですから見守

りですとか医療分野での活用が考えられます。他には、吐く息から何か拾えるかもしれま

せん。そんなようなことでもって、統計比較やアドバイスができてくると、当然ここには

ぬいぐるみ間通信、Ｍ２Ｍも起きますし、クラウドのビッグデータを誰が使うのというよ

うな議論もできるかと思います。これはたまたまおもちゃのぬいぐるみで言っていますけ

れど、白物家電も当然ありますし、普通に考えたら絆創膏のごま粒チップも当然そうなり

ますし、広がっていくとは思います。 

 次のページです。しつこいですけれどもこのようなことで、このｘ軸、ｙ軸が進みます

と、今はアイデアも出ないような若い人が思いついたようなｚ軸の活用が進んで、新しい

事業ができて、そうなると、今まで比較的プラットフォームという点では負けゲームが続

いておりました日本が、勝てるようなプラットフォームができるのかもしれないなと、期

待しております。 

 ということで、１３ページです。そんな未来を実現するために、たまごっち掛けるＩＣ

Ｔはちょっと語弊がありますが、ネットワーク技術、通信の標準化、それから先般もちょ

っと申し上げましたけれど、個人情報の流出リスト等をひっくるめたデータ利用に関する

ルール等々が整備されると、アクセルが踏めるのではないかなと思う次第であります。 

 最後のページです。「皆さんは」ということで終えさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

【三友座長】  ありがとうございました。 

 たまごっちというのは誰でも知っている非常に有名なものですけれども、まさにそうい

う、ある意味では子供の中の共通的な、大人もいるかもしれませんけれど、モノがＩＣＴ
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につながると、よりおもしろいものがいろいろできるという話だったと思います。 

 確かに、若い人たちのネットワークといいますか考え方というのは、我々の世代とは大

分違っていまして、ゲーム的なものにものすごく価値を見出していることも事実でありま

して、発想の転換みたいなものが当然必要だということを思いました。 

 今のご発言で何か、ご質問あるいは追加的にお話しされるようなことはございますか。 

【柴崎構成員】  富士通の柴崎です。大変わくわくするプレゼンテーションをありがと

うございました。 

 ちょっと全体の議論にもかかわるところなので、念のため確認させていただきたいんで

すが、プレゼンテーションいただいた３ページ目のＩＣＴコトづくりの２つの軸というと

ころ、それから先ほど事務局の方からご説明いただきました資料４－１の１８ページ目、

ＩＣＴコトづくりに関する基本的な考え方（定義等）、ここら辺をちょっと見ながらお聞き

いただきたいと思うんですが、ＩＣＴコトづくりという定義を新たに、この会議体でしよ

うと試みているわけだと思うんですけれど、コトづくりという文脈がいろいろな捉え方を

されていて、モノをベースとしたコトづくりというのもありますし、サービスだけのコト

づくりもあると思っています。ご説明の冒頭に、モノに軸足を置いたというご説明がござ

いましたので、今言った２つのコトづくりのうち、モノをベースにしたというものだと思

うんですが、ＧＤＰの７割を占めるサービス産業ということがありますので、問題提起的

に言わせていただきますと、サービスを軸としたコトづくりというのも当然あるかなと思

っています。 

【三友座長】  ありがとうございます。おっしゃるとおりだと思います。 

 こうあるべきだという非常に狭い定義をするつもりは全くございませんで、今のご発言、

ご発表いただいたのは、１つのモノをベースとしたコトづくりということへのアイデアだ

と思いますけれども、柴崎さんがおっしゃったようにサービスベースでのコトづくりとい

うのも当然考えるべきだろうと思います。 

 ほかによろしいでしょうか。また議論の時間をとりますので、そこで自由にご発言いた

だけたらと思います。 

 そうしましたら、谷川座長代理がいらっしゃっていないので、すみません、木村さんか

らお願いいたします。 

【谷川座長代理代理（木村氏）】  それではかわりに私から、ご説明させていただきたい

と思います。資料４－２でございます。 
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 先ほども事務局様から、特に環境整備についていろいろ議論を進めたいというお話がご

ざいました。その中で、今後の取り組みということでご指摘があったのが、インキュベー

ション機能というのと、人材と、競争できる場という、この３点ご指摘があったのかなと

思ってございます。それに加えて、もう少し広目のといいましょうか、総務省さんとして

取り組む必要のある、環境整備という観点がもうちょっとあるのかなということで、１枚

紙をご用意してございます。 

 先ほど来、個別のプロジェクト、具体的なものをどんどん推進していくんだというお話

がございました。谷川からも前回、社会課題解決のためにはいろいろなコトづくりのプロ

ジェクトが必要だというお話をさせていただきましたけれども、やはり多数のプロジェク

トが出てくる、あるいはアイデアが生み出されてくる環境というものが多分必要になって

くるんだろうなと思っております。そういうアイデアが多数生まれてくるベースというの

は、先ほど来話が出ておりますように、多様なデータが蓄積されていく場面というのがあ

るんだと。多様なデータが世の中に存在するがゆえに、多様なアイデアが出てくるという、

そんな流れではないかと思っております。 

 翻って、多様なデータというのは一体どこから出てくるかということでいいますと、こ

の下の台形のところで書きましたけれども、ビジネスという側面を考えますと、お金の流

れ、物の流れ、あるいは商売そのものの流れ、人の流れ、いろいろな流れがあります。こ

れに全ていろいろな情報が付随してくるわけでございますけれども、ここのいろいろな流

れがいかほどに情報化されているのかというのを、一度点検してみてはどうだろうかとい

うのが、私どものご提案でございます。 

 例えば金流、お金の流れというものが、どれだけ情報化されているのかということを見

てみますと、例が適切かどうかわかりませんけれども、例えば日本の決済の中で、クレジ

ットカードで決済されている比率というのは１２％ぐらい、欧米ではそれがもう過半を超

えている、韓国でも６割ぐらいということでございます。このデータを自由に活用できる

ようにするかどうかという論点はあろうかと思いますけれども、まず、こうやって１つお

金の流れというものがデータ化されて、かつそれが適切な処理のもとに皆さんが使えるよ

うに提供されるのであれば、これはいろいろなアイデアが生まれてくる基盤になるのでは

なかろうかというふうにも思います。 

 また、例えば人流というところでいいますと、先般ＰＡＳＭＯとかＳｕｉｃａとか交通

系のＩＣカードが統一されて、我々ユーザーとしても非常に利便性が上がったのかなと思
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うんですけれども、またああいう共通化という１つの変曲点を超えることで、より多様な

データが集まってくるということもあるのではなかろうかと思います。 

 そういった意味で、この多様なデータが生成されてくる基盤というものを一度考えてみ

てはどうだろうか。そこにはおそらく、いろいろな商習慣の問題だとか規制の問題、ある

いはコストの問題、いろいろな事柄があろうかと思うんですけれども、政策的にとり得る

ものがあるのであれば、そこを潰していくというのが、１つのこの環境整備の取り組むべ

きテーマなのかなと考えてございます。 

 これはなかなか机に座っていても、こうすればいいんだというのは出てこないところも

あろうかと思いますので、場合によっては広く皆様のほうから、どういったデータを生み

出すポイントというのがあるのか、あるいはそれが阻害されている理由はどこにあるのか

というようなことをお聞きして、優先順位をつけて取り組んでいくということも必要なの

ではないかなと。そんなふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

【三友座長】  ありがとうございました。 

 昨日、谷川さんと直接お話もさせていただいたんですけれども、ご発表の意図するとこ

ろは、環境整備というのは非常に大事なんですけれども、環境整備もいろいろありまして、

例えば今日本が置かれている状況の中で、諸外国と比べて劣るところ、例えば１つの例と

してここにクレジット決済率というのが挙げられていますけれども、日本は現金社会であ

るがゆえに、現金でやりとりする、持ち運ぶ、それに伴ってものすごくコストがかかる。

谷川さんがおっしゃるには、売り上げの１０％から２０％ぐらいは、そうしたコストによ

って失われているとのことでした。確かにデパート等でお金を受け入れれば、それを運ば

なければいけないわけですね。そうすると現金輸送車が必要である、警備員が必要である、

おつりも用意しなければいけない。そういったところをＩＣＴ化することができれば、確

かにそこの部分のコストはかなり削減されるというのは事実であろうと思います。 

 そういった環境整備、これは総務省だけができるかどうかというのはいろいろあると思

いますけれども、韓国ではクレジットカードによる決済を推進するために、ある一定金額

以上の利用があった場合には、そのうちの２％を還元するというような政策がとられたと

いうふうにも聞いております。そういう方策をとることによって、クレジット化が進むと

いうようなことはあると思います。確かに私の経験からも、ＩＣＴの利活用とクレジット

というのは、ある意味で相関があるのではないかと思いますので、そういったところから
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環境整備をしていくというのも、１つのアプローチではないかということが、谷川さんの

おっしゃりたいことだと思っております。 

 それでは、今のお二方のご発表も含めまして、少しフリーディスカッションの時間をと

りたいと思います。約１時間弱、まだ時間が残ってございますので、皆様からお話をいた

だければと思いますが。残りあと、今日を含めて３回、今日を入れないと２回でございま

して、最後は親会議に向けた最終的な取りまとめということになろうかと思いますので、

より具体的に、先ほどの我々が考えた３つの方向性、それを具体的にしていくためのいろ

いろなアイデア出しを、ぜひ皆さんにお願いしたいと思います。具体的にということであ

りますから、最終的には何をいつまでに、どのようにやるかというところだとは思います

けれども、いきなり具体的な話が出るということもないかとは思います。いろいろな考え

方を皆様から出していただきまして、少しずつゴールに近づけていきたいと思っておりま

すので、ご発言をぜひお願いしたいと思います。 

 いかがでしょうか。ぜひ何かご意見がございましたら、よろしくお願いいたします。 

 では吉崎さん、よろしくお願いします。 

【吉崎構成員】  アイ・ビー・エムの吉崎です。大変うまくまとめていただきありがと

うございました。 

 ３つのイノベーションのうち、ユーザーイノベーションが若干、対象として考えると難

しいかなと思いました。と申しますのは、最初にインフラを整え、次にデータ活用の段階

に進む際、ユーザーの幅が非常に広いため、全て包含するには、人材や制度設計など、い

ろいろと今後工夫する必要があると考えるからです。 

 ただ、最も重要視したいのは３１ページの取り組みです。このコトづくりに最も重要な

のがスピード感だと思っています。これまでに構成員の皆様からも、いろいろな世界の事

例や、サービスサイエンスの話を含め、世界での取り組みについて話がありました。今後

コトづくりがキャッチアップ戦略でなく日本の成長戦略とするならば、どのように早く実

践していくか、しかもこれはモノと違ってサービスですので、目に見えない体験自体が競

争につながるものであり、どれだけ数多く実践するかが肝ではないかと思います。３年か

けて実証実験していくというようなプランではなく、半年でテストし、実装していくとい

うスピード感が必要だと思います。 

 先ほど木村さんからちょうどいいご指摘がありました。多様なデータの出どころについ

て、オープン化とは、官からいかにデータをオープンに出すかという話だけではなく、民
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間からもどうやって出していただくのかということもポイントだと思います。例えばかつ

て総務省を初めとする許認可に関するデータについて、現在広く民が使っているものは多

いと思います。例えば、電気、ガス、水道、通信など公益業者が持っている広域なデータ

が広く多くの人に活用されれば、さまざまな産業で新しいビジネスが生まれる可能性が高

いと考えられます。誰がどこに、どういう形でいるといったサービスがあったとして、そ

のようなデータをいわゆる公益業者が抱え込まず、広く多くの人が利用できる、使えるよ

うにすることも重要だと思います。サービスとは、いかにつくり込まずにみんなが共用し

て、新しいビジネスにするかが重要なのですが、２点目は、そういった民からのデータを

広く活用するための基盤をいかにつくり込むかということかなと思います。その意味で国、

我々、総務省がやることがそれぞれ具体的にあるのではないかなと思います。以上、この

２点です。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。今２点、スピード感ということ、それか

ら民からのデータの活用と。非常に重要な視点だと思います。 

 はい、ではどうぞ、三膳さん。 

【三膳構成員】  すみません、もしかしたらちょっと全然違う方向に議論が行くかもし

れませんけれど、ごめんなさい。 

 報告書でまとめていただいた考え方のところで、３つのイノベーションの話があったと

思います。２５ページにソーシャル、ビジネス、ユーザーイノベーションがあったと思う

んですが、これ多分、日本らしさ、言霊の国の人ですので、何をイメージしたらいいのか

というのをちょっと考えてみたところ、多分ソーシャルイノベーションというのは、ＭＯ

ＴＴＡＩＮＡＩに相当するような、理念みたいなものを実現したいのかなというふうに感

じました。それと同様にビジネスイノベーションは、多分おもてなしみたいなことを目指

すとか、日本風で言う、そういうものがあるのではなかろうかと。で、ユーザーイノベー

ションがわからなかったんですけれど、イメージとしては八百万の神みたいな感じなのか

なと。そういうふうな日本風の理念みたいなものが、ここにうまく入っていったらおもし

ろいのかなと、ちょっと思っています。これはジャストアイデアなので、捨てていただい

ても結構です。 

 それから、データのインフラ化の話に関してですけれども、データが先か、利活用が先

かという、鶏と卵みたいな話があると思っていまして、いや、こんなものはとっとと使う

人たちが出てきたら、データは必然的に集まってくるんじゃないのという感覚が、個人的
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にはあります。なので、データをどんどんそろえても、多分じゃあ、それを何に使うかみ

たいな議論というのは、やはり出てきやすい話です。まあ、どちらかというとそれを使う

ような人たちが出てくるような、環境整備が必要なのは、確かに今までの議論だったと思

いますけれども、あまりデータがそろわないうちは、そういうのは出てこないよねという

議論にならないように、何かそちらの仕掛けのほうをうまくやったらいいのかなと思いま

した。 

 以上です。 

【三友座長】  はい、今のご発言も非常に有意義な、示唆に富む話でありまして。最初

はイノベーション、日本的な解釈、これはイメージを描くには非常にいいと思います。そ

れから２番目はもっと重要で、あまり形ばかりにとらわれて、データベースをつくること

ばっかりに執着しないで、むしろ利用する仕掛けのほうを先にというお話だったと思いま

す。ぜひそういう方向でいければと思います。ありがとうございます。 

 どうぞ、岩浪さん。 

【岩浪構成員】  谷川座長代理と林構成員の資料について、吉崎さんと三膳さんの議論

も踏まえて、２点ほど申し上げたいと思います。 

 まず、資料４－１の２５ページ目のユーザーイノベーションですね、これに関しては確

かにまだ非常に漠然としているかと思いますけれども、ユーザー自身がＩＣＴ武装すると

か、ハイスペック化するというか、そのあたりを僕はユーザー基盤とかいう言い方をする

ことがありますので、すごく大事だと思っていまして。例えば、ちょうど今、ネットの選

挙活動がオーケーというような話がニュースで流れていて、本人認証みたいな話が非常に

重要になってきています。ネット上で、ユーザー自身は、自分が自分である、あるいは自

分は、名乗りはしないが、実在するユニークな人物であるということを、自分自身が証明

できないわけですよね。したがって、民間からそういうようなサービスが出てはおります

けれども、本来だったら僕は、自分は自分であるということは地元の区役所とかそういう

公的なところに証明してほしいと思っています。今、それがないから、例えば携帯の電話

番号で本人認証とかやっていますよね。このあたりはまさにＩＣＴの、国がやるべき基盤

なのではないかなと思います。ご承知の方も多いと思いますけれど、デンマークとかフィ

ンランドとかでは、そこら辺も含めて本人認証の国家基盤など整っているがゆえに、非常

に高度なサービスができるというようなお話になっているかと思います。 

それからこれは、谷川座長代理が指摘したクレジット比率の件も関係がありますけれど
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も、お金の払い方というのは本当に国によってずいぶん違うわけです。日本でもアメリカ

でも中国でも、前払い、後払い含めてすごく違うと思うんですけれど、日本国としては、

ネットワーク上でユーザーが誰にも頼らず、自分自身で金が払えるということができれば

よいと思います。今は例えばｉＰｈｏｎｅだと必ずアップルＩＤ、Ａｎｄｒｏｉｄだと必

ずグーグルＩＤで何でもやるんですけれど、そういったところに囲われることなく、ユー

ザーが活動できるという基盤を整備するというのは、非常に大事なのではないかなと思い

ました。 

 もう一点、林構成員の資料の８ページ目、ＩＣＴコトづくりの方向性に書かれている、

日本が強みを持っているモノをネットワークにつなげることということと、データの利活

用の範囲、これは非常にわかりやすいなと思っています。今、例えば時計、アップルのｉ

Ｗａｔｃｈとかいうのが出てきそうになっていたり、眼鏡はグーグルグラスなんていうの

が出てきたりするんですけれど、こういったのはいろいろと探してみると日本ではすごく

たくさん強いものがあるのではないかなと。たまごっちは、実際にはコミュニケーション

サービスだったわけですよね、林さんのほうでこの後補足いただければと思いますけれど。

それもユーザーのそういった基盤があると、もっと広がるんじゃないかなと思いました。 

 以上でございます。 

【三友座長】  林さん、何か続けてございませんか。 

【林構成員】  たまごっちのハードだけでなくて、たまごっち同士が通信もしました。

この後の発展系としては。その後ソフトウエア化もしているので、基本的にはお客さん同

士が遊ぶということのキーになっておりましたので、おっしゃるとおりのコミュニケータ

ーの役割を果たしておりました。ですから、原始的ではありますけれど、Ｍ２Ｍ的なもの、

Ｃ２Ｃ的なもの、そんなハードになったと思います。 

【三友座長】  ありがとうございます。 

 たまごっちではないんですけれど、日本人は割と万歩計を持ちますけれど、アメリカ人

は基本的に万歩計を持たないんです。大体歩かないので持たないんですが、しかし最近実

は急速に普及しているんです。これは通信機能を持っていまして、自分が歩いたデータあ

るいはいろいろな活動のデータがネット上で全部、クラウド上で吸い上げられていまして、

例えば人との比較もできる、自分がどう動いたか過去の履歴も全部とれる、それが遠隔の

見守りにも使えるとか、そういうサービスが、アメリカ発で最近出てきています。日本も

おくれちゃいけないんですけれども、まさに日本の強みが、逆にそういったところで取ら
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れていっているような感じも、なくはないんですね。ですから、ぜひ日本発で、そういう

サービスをどんどんやっていただければと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

【神竹構成員】  東芝の神竹でございます。資料４－１の３１ページの３項目目、デー

タの利活用のところについて、若干コメントさせていただきたいと思います。 

 １つは、データの利活用、データのオープン化というのは、総論としては皆さん望むと

ころだと思うんですけれども、一方で、自分のデータはやはり囲い込んでおきたいという

ような思いもあって、総論賛成、各論反対ということになりがちだと思います。そこをど

う解決するかというのが１つ大きな問題かなと思います。そのヒントの１つとして、例え

ば学術論文などの評価方法は参考になると思います。学術論文は発表件数ももちろん関係

あるんですけれども、それだけではなく、いかに自分の論文が引用されたかということが、

最近は大きな評価のポイントになっているように思います。それと類似させて、データが

どれだけ引用されたかというところで、何か評価される仕組みをつくる、それが評判の評

価なのか、それともお金での評価なのか、そういうところはいろいろ考えていかないとい

けないとは思うんですけれども、そういう何か仕組みをつくっておかないと、総論賛成、

各論反対からなかなか脱却できないのではないかと思います。 

 もう一つは、Ｍ２Ｍのようにデータがたくさん出てくるような時代になると、どうして

もガセネタというか、ガセデータが出てくるのではないかと思います。それは意図的に攪

乱させる意味で出てくるものもあるでしょうし、単に誤差の大きいデータということもあ

るかもしれませんけれども、そういうものに対してどう対処するかというのは、プライバ

シーももちろんあるんですけれども、考えておかなければいけないことかと思います。 

 例えば今のインターネットの中でもいろいろ、ガセネタはいっぱい出ているわけですけ

れども、評判データベースみたいなものも１つの考え方かなと。ガセデータが出てくるこ

と自身はなかなか防ぐことは難しいですけれども、それに気がついて、これはおかしいと

いうものは、どこか評判データベースの中に入れておいて、そこでだんだん信用できない

というようなものが見られるとか、そういうものを考えていく必要があるのではないかと

思います。 

 以上です。 

【三友座長】  ありがとうございました。データを利活用する上での、非常に重要な示

唆をいただいたと思います。 
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 ほかにいかがでしょうか。藤山さん代理の方から。どうぞ。 

【藤山構成員代理（西村氏）】  今のご意見、大変ごもっともだと思うんですけれども、

ものづくりからコトづくりというアジェンダというのは、実はこの中に書いてありますけ

れどプロダクトアウトからマーケットインというような議論というのは、もう１９９０年

代にコンピューター業界ではさんざんされていて、そのときにメーカーさんがこぞって、

これからはソリューションですと言い始めたのと、僕は大変似ている議論だなと実は思っ

ているんです。 

 それで、このコトづくりの前にＩＣＴという字がつく意味は何かなと考えたとき、もの

すごく大きなパラダイムシフトというのを見落としてはいけないと思っています。それは

どういうことかというと、今のご意見、ちょっと反対のことを申し上げるようですけれど

も、これまでやはり各企業、各個人は情報というものをあえて操作して、情報の非対称性

をつくることによって、そこに既得権益をつくっていました。ところが今、オープンソー

スの時代になってくると、みんなが知を寄せ合ってそこに集積することによって、よりよ

いものをつくっていくというほうに、ものすごく変わっているように思うんです。 

 これは大変失礼な言い方ですが、ここに座っていらっしゃる４０代、５０代の我々は、

後づけでＩＣＴに接しているので、それはどうかなと思うんですけれども、今の大学生未

満の子たちというのは、生まれたときからコンピューターに囲まれていて、小学生なんて

いうのはスマートフォンというのはGivenなんですね。そうすると彼らの情報に対するセン

シティビティーというか接し方というのは、我々の世代と全く違うという、やはりこれに

気がつかなくてはいけないことだと、大変重要な点だと思います。 

 それと、あらゆるデータ、センサーデータも含めたものすごく大量のデータが世の中に

出てきているわけですから、これからのものというのは、全てデータドリブンになるとい

う考え方が出てくるのかなと思います。そうしてくると、知をいかに集積するのか、デー

タをいかに活用するのかという観点において、やはりオープンなデータのプラットフォー

ムの整備というものは非常に重要だと思います。一方で、囲い込まれていないところでの

議論ということは、これまでのものづくりにおける知的財産権であるとか、ＰＬの考え方

であるとか、著作権の考え方と全く異なるものが必要になってきます。日本の場合は検索

エンジンの開発のときに、やはり個人情報をどうするかとか、あるいは著作権はどうなの

か、この法整備に躊躇し、遅れてしまいました。で、日本のメーカーさんは、もしかした

ら検索エンジンというのは違法性に抵触してしまうかもしれないと思って、全部アメリカ
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にやられてしまった。今、主要なデータは、全部アメリカのサーバの上にあると考えても

おかしくないぐらいです。ですから、その轍を二度と踏まないために、一刻も早く法整備

とともに、オープンなデータのプラットフォームというものを整備すべきだと、私は考え

ます。 

【三友座長】  まあ、両面的、どちらが正しい、間違いということでは、僕はないと思

います。どちらも正しい側面を持っているなと思います。いずれにしても、データをいか

に活用するかということが非常に大事だと思いますので。そういった方向で、２つの異な

る側面、しかし、両方とも注意しなければいけないということだと思います。ありがとう

ございます。 

 森川先生、はい。 

【森川構成員】  ありがとうございます。国が講じるべき具体的な施策って非常に悩ま

しいんですけれど、３点ほどお話をさせてください。 

 １点目は、いろいろなところにあるデータをとにかく集めるということは、やはり国が、

Ｒ＆Ｄも含めてやっていくことが重要なのかなと思います。それはどういうことかという

と、データがあればいろいろなことができるかもしれないんだけれど、データを集めるの

に非常にコストがかかる分野がありますので、そこはやはり国が率先して、データを集め

ていく必要があります。そして、そういうリスクが高い分野でデータを集めて、その上で

うれしいことというのを、いろいろな人たちに明らかにしてもらうというようなことをや

っていくのがいいのかなというのが１点目です。 

 ２つ目は、ユーザーイノベーションという言葉がもう出ていますけれども、やはりベン

チャーとか、そういった若い人たちを盛り上げていくことをやらなければいけないと思っ

ています。アイデアはいろいろなところに転がっていると思いますし、今、幸いなことに

ベンチャー支援制度がかなり、いろいろなところでしっかりしたものが出てきています。

エンジェル税制にしてもしかりですし、クラウドファンディングにしてもしかりです。制

度はいろいろとありますので、これから考えていかないといけないと思うのは、そういっ

たベンチャーを生み出していくとともに、それを持続的に大きくしていく仕組みが必要か

なと思っています。そうすると、研究開発型のベンチャーだと、やはりＳＢＩＲみたいな

ものをしっかりと国がやって、持続的にお金を流していくような仕組みをしっかりとつく

っていくことが、重要かなと思っております。それが２点目です。 

 ３点目は、せっかくＩＣＴコトづくりという言葉が出ましたので、これから例えば総務
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省が実証実験とかＲ＆Ｄとか公募する場合は、提案書の中に「君たちが考えるＩＣＴコト

づくりは何だ」というような文言を書かせるというのが重要かなと思いました。 

 以上です。 

【三友座長】  ありがとうございます。 

 今、森川先生から具体的に、プロジェクトづくりあるいは将来に向けた方向づくりで具

体的な提案をいただきました。実際にほかの部会、ＩＣＴ成長戦略会議の下にあります８

つの部会の中には、非常に具体的に、もう決め打ち的にこの分野、この内容、この内容と

いうことで決めて、例えば幾つかを柱として出しているところもあるんですね。このコト

づくりの会議の中で、どういう形で、大臣がおっしゃる具体的なアウトプットとしてのプ

ロジェクトというものを出していくか、あるいは環境整備というものを出していくかとい

うところに少し議論を移したいんですけれども、その辺の皆さんのお考え、今まで随分出

していただいて、今、森川先生がおっしゃったこともその１つだと思うんですけれども、

ほかの部会とはちょっと違うのではないかと私は思っているんですけれども、その方向感

と条件、その辺のところを、もしお考えがございましたら出していただければと思うんで

すが。いかがでしょうか。 

【木谷構成員】  私も今までの構成員の皆さんの議論、大体ほとんど賛成というか同じ

ような意見を持っています。今、官のデータはどんどんオープンデータで出てきていて、

それが本当に自由に使えるような場というのができつつあります。そうすると、やはりい

ろいろなイノベーティブな人が、それを使って新しいサービスをどんどん提案してくると

いう流れが、もう確実に出てくると思っているんですね。それを少し活性化するために、

前回か前々回の議論でもあったんですけれども、コンテストを積極的にやってはどうかと

思うんですね。時間が重要だという冒頭のお話、ご意見もありましたけれども、コンテス

トを短期間でやって、いいビジネスのアイデア、サービスのアイデアを評価して、そこに

対してどんどんお金もつけていくし、ビジネスとして大きくしていくためのサポートをし

ていくという、こういう流れをつくっていくと、若いすばらしいアイデアを持っている人

たちが、データを使った付加価値の高いサービスをどんどん提案してくるというふうに思

うんですね。 

 まず期間的に見ると、オープンデータを使って何ができるのかを考えるというのが、最

初のステップとしてあると思うんですけれど、当初の議論の中で民のデータをどう使うん

だという話があって、例えば交通系のデータとか通信系のデータって、本当に私たち使い
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たくてしようがないんですけれども、なかなかアクセスできないわけです。それはやはり

そのデータ自体がものすごい価値があって、データを所有されている方がそれを使って新

しいサービスを提供されているし、次に何か新しいものを出せるからということで、ご自

身でいろいろ加工して、付加価値をつけようとされているという、そういう実態だと思う

んですけれど。実際考えてみると、ほかの人のアイデアを使ったほうが、絶対ビジネスは

広がると思うので、先ほど評価をどう受けるんだということだったんですけれど、官のデ

ータはどれだけ使われたかで評価をされるんだと思うんですけれど、民のデータはやはり

お金に返ってこないと、データを所有される方が多分出さないので、そういった場もコン

テストみたいなところで、ある程度マスクしたデータかもしれませんけれど、民から提供

してもらって、新しいアイデアで、新しいビジネスをつくってもらって、それに対してデ

ータを提供した人は何らかの価値、お金の面でも価値を得るという、そういう仕組みがで

きてくれば、民間が持っているデータもどんどん出てくるのではないかと思うんですね。 

 ちょっと事例は違うんですけれども、ＯＲ学会というところでデータ解析コンペティシ

ョンというのをずっとやっていて、もう１０回ぐらい、１０年ぐらいやっているかもしれ

ませんけれども、大変盛り上がっています。これは技術者がやっているので、ビジネスの

面でなくてデータをどう解析するかという、解析のアルゴリズムなり着眼点みたいなとこ

ろを評価するようなものなんですけれど、企業だけでなくて大学も集まってきて、新しい

アイデアを出してきます。それが、実際にデータを出していただいているのは、一般の民

の企業なんですね。もちろんマスキングされたデータですけれども、データを提供して、

すばらしいアイデアで解析のアルゴリズムが出てくるので、それをビジネスに取り込もう

としているわけですね。ですから、そういう流れというのは確実にあると思うので、先ほ

どの谷川座長代理の代理の方から、場をとにかくつくるべきだとご発言がありました。デ

ータ自体をもっと発生させることも重要ですけれど、データを使って共有して、新しいア

イデアを生み出していくような場というのをもっともっと、コンテスト形式でやるのがい

いのではないかと考えます。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。 

 私は全く、もろ手を挙げて賛成なんですけれども、なかなかこういう場で、これをやれ

ということを決め打ちすることは難しいので、むしろ民間のアイデアを積極的に使って、

特に民間の場合にはビジネスというのがベースになりますので、ビジネスインセンティブ

がそこにあるような形の提案を出していただくというのが、一番よろしいかと思います。
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コンペ、提案型、いろいろあると思いますけれども、そういった形でこのコトづくりの中

でのプロジェクトというものが進めていけるというのが、１つの方向性であると思ってお

ります。もちろんそれに限ったことではないので、いろいろな形があってもいいと思いま

すけれども、それは１つの重要な方向性だろうと思います。 

【三膳構成員】  そのビジネスにするところの話がちょっと１つ、悩んでいるところは、

もともと今までの幾つかの成功事例で、ビジネスをやろうと思って立ち上がったわけでは

なく、こんなのやったらおもしろい、例えばヤフーにしても、グーグルにしても、むしろ

サービスをつくってみてユーザーがついて、それからビジネスになったというフェーズだ

と思っています。その手前でいっぱい沈んでいったアイデアもあるでしょうけれども、そ

の中でアイデアが洗練されていったという形からすると、ビジネスをスタートに考えるの

ではなく、そのサービスなりアイデアなりを実現できるところが、いっぱいあったほうが

いいのかなというふうな気がしています。 

 そこに関していえば、昔だったら自分でコンピューター買って、ファシリティを準備し

ていたんでしょうけれど、一応クラウドみたいな話も出てきたので、遊べるプラットフォ

ームは結構いっぱい出てきたんじゃないかなと思います。だから、遊んでどんどんみんな

やって、試して、その中からおもしろいものが出てくればいいんじゃないのかなと。ビジ

ネスにしなきゃ、会社にしなきゃというのは、ちょっとゴールが違うような気がしている

ので、そのあたりがちょっとイメージが違うなと思ったところです。 

 それからもう一つ、データを集めるという言葉に関して、ちょっと１つ気になっている

ことがあります。どこかに大きなものを持ってきて、そこに来ると全部データがあるよと

いう発想は、多分もうあまりうまく動かなくて、どちらかというとオリジナルなデータを

持っている人が自分で出す、分散型のモデルに今後なっていくべきだろうと思っています。

というのはなぜかというと、集めると必ず更新とかが滞るとか、データの正しさが評価で

きないとか、基本的に検索のときにも起きたような、クロールしていって、何かダーッと

集めて、正しいと思うのだけ自分が使えばいいみたいな、分散的なモデルになるのではな

いかなという気がしています。そこを、アメリカのＥガバナンスとかはリンク出している

だけだったような気がするんですけれども、あれも何か集めておいてあるわけではなくて、

ここから全部出ている、出ている、出ているというディレクトリサービスっぽいのだけで

もいいのかもしれないし、やはり持っているところがちゃんとメンテをできて、把握でき

て、更新できるような仕組みを維持するためのプラットフォームという考え方と、共有す
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るための場がうまくできればいいのかなと思っています。 

以上です。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。 

 確かにデータは、もう今はクラウドの時代でもありますので、どこか１カ所に集めてと

いう時代ではもうないと思いますね。むしろ利用の可能性を提供するということがデータ

の利活用であって、それがどこにあるかという問題では、もちろんないのではないかなと

思いました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

【梶浦構成員】  コトづくりというのは、私なりの整理で申し上げますと、やはり情報

の複数機関間での共有活用であろうということでいろいろなお話をしてきたんですが、私

自身１０年、１５年、社内外を問わず情報の共有活用をやろうとして、いっぱい困ってま

いりました。最初に、そもそもデータがないじゃないかというお話と、どこかにあるんだ

けれど出してくれないんじゃないかという話と、あるんだけれど、出してもいいんだけど、

ＩＤ違うよね、フォーマットも違うよね、意味合いも違うよねということで、Ｍ２Ｍでや

ったって何かうまくつながらないよねというような話と、そもそもつないで経済的価値が

あるんだっけ、役に立つんだっけというような、いっぱい壁があったわけでございます。 

 今までの皆さんの議論で、そういうようなものをこうやって乗り越えましょうみたいな

話をいただいて、全く私も賛同なんですけれども、１つ私なりに補足をさせていただくと、

人間系というのがかなり大事だなというふうに、最近思っております。つながらないでは

ないかというところも、共通番号とか特に法人番号などは私、大変期待をしておりまして、

いろいろな企業さんのデータがつなげるようになったら、大変価値を生めるだろうなとは

思っているんですが、そういうものが整わない中でも、人間系でトランスレートをしてい

るという現場があるというのがよくわかりました。 

 おととい、Ｇ空間の２つの会合に出させていただいて、議論があったんですが、２万５

０００分の１の地図でやっている部署と、２５００分の１の地図でやっている部署がある

と、これを同じ縮尺にすると誤差が出てきて、電柱が道路の真ん中にボンと出てきて役に

立たんと。だからベースになる地図をつくり直さないといかん、いや、それにはコストが

かかるという議論のとき、いや、それは人間が補正すればいいんだと。ある町ではこうや

っていると。であれば、ある町でこうやってうまくいっているのであれば、その定式化し

たのを１,８００自治体で共通的に使ったらどうですかみたいな、そこを共有化すれば早い
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じゃないかみたいな話が、あるところで出てきたんですね。同じようなお話で、そういう

人間系がトランスレートして補正するようなことそのものを定式化して、教育をして普及

をさせれば、根本に戻って直さなくても、すぐにある程度は使えるようなものになるとい

うような話があったというふうに記憶をしております。そういう意味で、定式化したもの

の普及というようなものが、人間系として重要かなというのが１点でございます。 

 それからもう１点、最後の、これ、価値生むんだっけというようなものも、かなり人間

系にディペンドしているところがございます。私が調べましたところ、企業の中でＣＩＯ

というのはかなり昔からあるんですが、２０００年代の前半の終わりぐらい、二千三、四

年ごろから、ＣＤＯというキーワードが出始めました。Chief Data Officerというのを先

進的な企業が置かれました。多分その企業の中にたまったデータを整理して、価値を生む

というようなことをされていると聞いております。昨今の動きは大変おもしろくて、一旦

ある企業でＣＤＯをやられた方が、別の企業に移ってＣＤＯをやっている。要するにデー

タを扱って、人間系でこうやったら価値を生めるのではないかというようなことをやった

方が、ある企業でそれをなし遂げたら、別の企業に移ってそれをやっているというのが、

最近聞こえてまいりました。 

 そういうようなことで、アプリケーションが人間について動いているようなものですけ

れども、そういう意味で今申しました４つぐらいの壁があるのを、幾つかの壁は人間系を

もって乗り越えることができるかもしれないということで、そういう学問もできるかもし

れないと思うんですが、人材教育というキーワードを入れていただいているんですが、そ

の裏には今みたいなお話があってよろしいのかなと思った次第でございます。 

 以上です。 

【三友座長】  ありがとうございます。人間系というキーワードをいただきまして、な

かなか機械的にできないことも当然ありまして、そこのところを人間がいかに補正してい

くかというお話だったと思います。 

 自治体クラウドというシステムがありますけれども、なかなかこれも自治体が持ってい

るデータはほとんど一緒なんですけれども、ちょっとずつ違って、なかなかそれがつなが

らないというところがありますけれども、まさにそれも１つの大きなデータベースになり

得るわけでありまして、そういったところでいかに人間がそこの間の調整をしていくかと

いう、調整プロセスが非常に重要だというお話だったと理解いたしました。 

 ほかにいかがでしょうか。 
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【岡村構成員】  パナソニックの岡村でございます。 

 前回少しコメントさせていただいた内容とちょっと関係もするんですけれど、この提言

の大きな目的というのは、やはり日本の成長戦略につながるような取り組みということだ

と思います。もともとＩＣＴですとか、デジタルのデータというのは、基本的に国境のな

い、グローバルな競争の中に飛び込んでいく話で、前回も、その中で国としてどう強めて

いくのかという、私も解を持っていないんですけれど、そういうポイントがやはり要るの

ではないかという話をちょっとさせていただいたんですけれど、本日は先ほど日本らしさ

というキーワードが出て、それも１つやり方だと思います。要はデータを全部オープンに

して、グローバルな競争の中で、どこからでもそのフィールドに参入できるような状況を

今、規制緩和でこれは絶対やるべきだと思うんですけれど、当然そうすると競争相手は日

本の企業だけでなくて世界中の企業になりますので、競争が激化します。我々日本は必ず

しもこの分野で強いわけではない中で、どう戦っていくのかというようなポイントを何か

考えないといけないのかなと思います。それで日本らしさとか、そういうようなことがあ

るのかなというのが１つあります。 

 もともと公共データは地域データでもありますので、サービスの地域性みたいなところ

で日本らしさとか、日本ならではの強みをとっていく話をするのかなというのが１つ。 

 もう一つ、最近少しシンガポールに行って、いろいろ見聞きしてきたんですけれども、

シンガポールはこういうクラウドとかビッグデータの動きの中で、積極的にビッグデータ

の分析をやる企業を、国策で誘致をしていると。それでビッグネームのデータアナリシス

をやっているコンサルの会社ですとか、いろいろな会社さんがシンガポールに次々とデー

タ分析拠点をということで、何が言いたいかというと、グローバルになるのだったら、世

界のデータが日本に集まってくるような、そういう取り組みを入れて、何も日本のデータ

だけでなくて、オープンだったら世界中のデータが扱えるようになるはずですので、シン

ガポールは１つの例ですけれど、世界中のデータが集まって、それで日本にまた新しいグ

ローバルなビジネスができるというような、逆の考え方もあるのかなと、最近ちょっと考

えております。 

 以上です。 

【三友座長】  ありがとうございます。 

 これもビジネスベースでできることですよね、ある意味では。 

【岡村構成員】  そうですね。 
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【三友座長】  ぜひそういうビジネスを展開していただくということなんだと思います

が。シンガポールは国の影響力が強いところではありますけれど、なかなか同じようには

日本ではできないのかなと思いますけれど。まあ、ビジネスとしては、１つあり得ること

かなとは思います。 

 では柴崎さん、どうぞ。 

【柴崎構成員】  資料４－１の２３ページ目のところに、前回我々の出させていただい

たご意見をまとめていただいている、アプローチの④というのがありますが、ここの中で

言っている１つのキーワードとして、地域イノベーションという、地域というキーワード

を使わせていただいております。自治体のオープンデータと民間のデータの結合というよ

うな言い方で、これは解釈としては２５ページ目での方向性の中で、社会課題の解決と企

業競争力の強化という、この２つの方向性の別の捉まえ方で地域という形かなとも思って

いるんですが、これから世の中にメッセージを出していく中で、地域といったようなとこ

ろをどういう形で捉まえていくか。冒頭ございました新藤大臣のメッセージの中でも、地

域の元気創造本部というのが別の部会でも検討されているということで、あえてこちらで

は、あまりそういう地域というのをメッセージとして出していかないのか、それともそう

いうものも十分考慮した上で検討していくのか、ちょっとそこら辺、ご意見を皆さんにお

聞きしたいなと思います。 

【三友座長】  事務局からお答えいただくのがいいのかもしれないんですけれど、私個

人の考えとしては、地域という視点はとても重要だと思いますし、データは地域にあるこ

とが結構多いですよね。ですから地域からビジネスが出てくる、あるいはコトづくりが出

てくるというのは当然あっていいので、別に向こうでやっているからこっちでやる必要は

ないというふうに、私個人は思いませんけれども、事務局としてはいかがですか。 

【中村融合戦略企画官】  特に地域みたいなキーワードを、ここであえて避けるような

必要はなかろうというふうに、事務局も考えているところでございます。 

【三友座長】  別にやってもいいということですね。当然ながら。 

【中村融合戦略企画官】  はい。 

【三友座長】  そうだと思いますので。ぜひ地域的な取り組みを、特に特区的な意味、

あるいは特区的なプロジェクトをやるときには、地域との連携というのは非常に重要にな

ってくると思いますし、そこの中での官のデータ、あるいは民のデータの活用というもの

を、地域住民にいかに還元していくか、そこのところはビジネスだと思うんですね。です
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からぜひ地域的な取り組みもしていただければと思います。 

【柴崎構成員】  それからもう一つなんですが、ソーシャルイノベーションとか、ビジ

ネスイノベーションとか、ユーザーイノベーションを考えるときに、デジタルネイティブ

な若者の知恵を使うというのは非常におもしろいと思います。ぜひそういうことを我々と

してもやってみたいと思っているところなんですが、もう一つ、三膳さんが冒頭のご意見

のときに言われた、日本的なところをどう考えるかという話で、ＭＯＴＴＡＩＮＡＩとか

おもてなしという話もありましたし、ユーザーイノベーションみたいなところでは、一昔

前結構ブームになりました江戸しぐさみたいなところで、こういったものをＩＣＴとかを

絡めてやっていく中で、いかに日本らしいサービスみたいなものを提供できるかみたいな

議論をするのもおもしろいかなと、ちょっと感じました。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

【谷川座長代理代理（木村氏）】  先ほど木谷構成員から、コンテストというのが非常に

大事ではないかというお話がございましたけれども、私も本当にそういうふうに思います。

事務局のほうの取り組みのポイントの中にも、産官学が連携して共創できる場の構築が必

要だというふうに書いてあるわけですけれども、これまでもたくさんのこういう場がある

のかもしれませんが、今回のこのＩＣＴコトづくりでいいますと、従来のアイデアがある

人とお金がある人をくっつけるというだけではなくて、技術がある人ですとか、さらにデ

ータを持っている人、さらに許認可権を持っている人と、そういう多様な人たちが集わな

くてはいけないということで、この共創できる場のつくり方って大変難しいんじゃないか

なと思います。さらにビジネスを狙っている人というのもいれば、そうじゃなくてもっと

いろいろ可能性を追求したいんだという方も多分いらっしゃって、場も一様でない。つま

りこの共創できる場の持ち方こそが、実は大きな研究課題ではないかなという気がしてい

ます。ここで日本的な強みが生かされる共創の場のつくり方というのができれば、これは

かなり強みになってくるのではないかなと。そういう意味でこの共創できる場を、いかに

幾つもアイデアを出してもらって、試していくのかということが、大事になってくるので

はないかというふうに、皆さんのお話を聞きながら感じたところでございます。 

【三友座長】  全くそのとおりだと思います。コラボレーションという言葉がございま

すけれども、いろいろな立場の人が集まって、一つのものに向かっていくような、そうい

う枠組みをいかにつくれるかというところは非常に重要だと思いますので、ぜひ単独で何
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とかというものはあるかもしれませんけれども、そういう共同の場をつくるということも

非常に重要ですね。 

 今、いろいろご発言いただいた中で、幾つか重要な言葉が出てまいりまして、スピード

感ですとか地域、あるいは若者、そういったものを１つの方向性としてこの先具体化をし

ていきたいと思いますけれども、もう一つ、環境整備ということを一緒に考えていかなけ

ればいけないと思うんですね。プロジェクトをやるというのはいいんですけれども、それ

に付随して環境整備というものが必要になってくる、あるいは環境が整備されることが前

提条件としてこういったプロジェクトが成立するということもあり得るかと思うんです。

そういう環境整備のあり方、特にプロジェクト等を進めるに当たってのかかわり、関係、

そのところについて何か皆さんからご意見があれば、いただきたいと思うんですけれど、

いかがでしょうか。どうぞ。 

【柴山総務副大臣】  ありがとうございます。 

 今、いろいろと座長からもお話があったとおり、具体的な弾込めをしていくということ

と合わせて、それがうまく成果として世に出るためには、環境という部分が非常に重要な

ファクターを占めているのではないかと思っております。アイデアそのものは木谷構成員

からお話があったように、民間の方々からのコンテストとか、そういうものでどんどんど

んどんアイデアとして出てくるんだと思います。ただ、それが本当にうまくコトづくりと

して結実するかどうかというところが、実は大きな壁がまだまだあるのかなと思っており

まして、日本らしさということで、例えばチームワークはおもてなしの心がよくて、独自

の取り組みができるというプラスの面もあると思うんですけれども、日本にはなかなかそ

ういった斬新なものが結実しない壁というものも、幾つかあります。 

 例えば幾つか例を挙げさせていただくと、日本では空き家とかを民間の人たちが、これ

危ないから、ちょっと崩れかかっているから壊してよというようなことで役所に行くと、

役所では、固定資産税を徴収するセクションが、例えばこれを除却するための命令とかに

流用することができないんですね。これは税の情報というものを他の行政目的に流用する

ことができないということで、１つの大きな壁になっております。また、役所のペーパー

レス化ということを進めていこうとすると、それに伴う人員削減ということに抵抗する人

たちも、当然出てくるということもあろうかと思います。それから、もちろんいろいろと

規制の問題というものがあって、さっきお話があったように、ゲームなどをやっている子

供たちがどんどんどんどんお互いのネットワークを広げていって、じゃあ、そういう人た
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ちに宛てて民間の人たちが新しいサービスを提供しようということになると、いやいやそ

れは子供たちのプライバシーを侵害するということで、そこにも非常に大きな壁が出てく

る。 

 ちょっと冗談みたいな話ですけれども、葬儀屋さんの亡くなった方々の情報の中で、一

定の年齢以下で配偶者を亡くされた方々の情報を、結婚紹介ビジネスが活用する。これ、

実は非常に大きなビジネスチャンス、コトづくりになるんですけれども、果たして人の不

幸にかこつけるということがいいのかというような、そういう疑問が出されてきていると

ころでもあります。 

 というようなことが幾つもあるんですけれども、果たして私たちの持っている規制ある

いは日本ならではのメンタリティー、プライバシーの概念、そういったものが、こういう

ビジネスチャンスを幾つか潰してきているのではないか、あるいは阻害する要因になって

いるのではないかということも、ぜひ議論をする必要があるのではないか。さっきデータ

の囲い込みというようなお話もありましたけれども、そういうものを積極的に、より大き

な付加価値のためにはある程度犠牲にしようという、社会的なコンセンサスというもの、

あるいはそれを法改正しようという、やはり共通のバックグラウンドがなければ、そうい

うものの展開がなかなかできていかないのではないかなということを、ちょっと懸念して

いるものですから、申し上げさせていただきました。 

 あとマイクを握ったついでで、これからパブリック、政府がやるべき役割ということに

ついて、先ほど森川さんでしたか、ちょっとお話があったんですけれども、確かにデータ

ベースを整備するということは、ある程度やるべき部分もあるのかなと思っております。

国会図書館がつい先日、東日本大震災アーカイブというものをつくらせていただきました。

これは国会図書館が要するにデータベースをつくって、特に東日本大震災にかかわるさま

ざまな被災の記録ですとかそういうものを、アーカイブとして発表するというような形で

データベース化したんですけれども、これはさっきおっしゃったように、１つの膨大なデ

ータをつくるということではなくて、いろいろなところに散らばっているデータのネット

ワークをつくる、そういうような形のものをスタートさせたんですね。ですので、そうい

うきっかけづくりはパブリックがやる部分もあるにせよ、やはりそこには今申し上げたよ

うに、民間のさまざまなデータ収集をつなげるということで、民間の果たす役割も非常に

大きいのかなと思っております。 

 またベンチャーについて、お金をパブリックが出すというようなお話もありまして、確
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かにそういう部分も必要ではあるんですけれども、例えばアメリカなどが、知的財産の仕

組みも違うんですけれども、やはり幾つも大きなチャレンジに、知的財産の対価というこ

とで相当なものがリターンとして返ってくる、そういうことでパブリックがお金を出す前

に非常に大きな産学連携というものがうまく回って、お金が出ているというような実態も

ありますので、そういう仕組みを変えていくということも、公がお金を出す以前に、諸外

国の事例などもいろいろと研究をして、取り入れるべきものはやはり、これを環境の一場

面として捉え直していく必要があるのかなと思っております。 

 以上でございます。 

【三友座長】  はい、ありがとうございます。 

 大変重要なことをご発言いただきました。これから先、環境整備ということも一緒に考

えていかなければなりませんけれども、その際にいろいろ、今までの我々が過ごしてきた

経験的なもの、それはなかなか変えにくいというようなこともございますが、しかしそこ

を何か変えていかないと、新しいものは生まれにくいというのも事実でございます。 

 もう時間があまり残っていないんですけれども、何かご発言があればお受けいたします

けれど、いかがでしょうか。 

はい、ではどうぞ。 

【橘総務大臣政務官】  今日ずっと最初から、具体的なアウトプットということが１つ、

当研究会において課題になっているのはそうなんですけれども、どういうことがいいのか

なというのはちょっと、実は今日最初からお話を聞きながら思ったんですが、たまたま今、

座長からも環境整備というお話がございましたが、確かに今、８つの委員会をやっていま

すけれども、非常に即物的にもうプロジェクトを、要はモデル事業みたいなところに行っ

てしまうようなアウトプットが出てくる委員会もありますけれども、中にはやはり仕組み

とか、どう支えるとか、今いみじくもおっしゃった環境を整備するとか、そういうアウト

プットになっている委員会もあるんだなと、思い始めております。ですから、何かこうい

ったコトづくり、あるいはそういうデータの集積、あるいは先ほどオープンデータの法制

度上の不備、いろいろなお話がございましたが、例えば皆さんがこの日本でそういうコト

づくりをしやすくするような環境整備を国がしていく、あるいはそういう雰囲気をつくっ

ていくというのも、１つのアウトプットなのかなということをちょっと、私なりには今、

１つの意見としては思ったりもしております。 

 あるいはそうではなくて、やはり具体的なプロジェクトというのもあると思うんですが、
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必ずしも具体的な、こんなものをやろうということでなくてもいいのかななんていうこと

を、ちょっとこれはすみません、別に何の打ち合わせもせずに、今日のお話を聞きながら

ちょっと感じたことでありまして、広く包み込んでいただくような、そういうことをやっ

たらどうかというのもありかなと思います。ちょっと生意気ですけれど、思った感じで申

し上げました。すみません。 

【三友座長】  ありがとうございます。 

 今、おっしゃるとおりでございまして、私もイメージしているところは、プロジェクト

的なものも、これは大臣のご指示もありましたし、当然必要になってくると思いますけれ

ども、それと並行して環境整備ということを考えていかなくてはいけないので、この２つ

が目玉になって、分離するものではないと思うんです。ともにやっていかなくてはいけな

いものだと思うんですね。ですからそういう形で、提案なり何なりを受け入れていく、そ

の中で環境整備も当然ながら図っていくというところが、この会議のアウトプットなのか

なというイメージを、私自身は思っております。 

 もうそろそろ時間なので終わらなければならないんですけれども、今、副大臣、政務官

から、環境整備についてもやはり重要であり、そこについても考えていただきたいという

お話がございました。ちょうどゴールデンウイークがございますので、少しその間に時間

をとっていただいて、お風呂にでも入りながらちょっと考えていただいて、アイデア出し

を次の会議の中でしていただきたいと思います。宿題ということではございませんけれど

も、今日はプロジェクト的な面での方向性は大分見えましたので、もう一つの大きな柱で

ある環境整備について、次回もう一度議論させていただいて、それで最終的な取りまとめ

に向かいたいと考えております。そういう形でよろしいでしょうか。 

 事務局から何かございますか。 

【中村融合戦略企画官】  それでは次回の会合、今後の流れにつきましてご説明させて

いただきますが、次回の会合につきましてはゴールデンウイーク明け、５月の上旬にでき

ればと考えてございまして、場所等の詳細につきましてはまた別途ご連絡をさせていただ

ければと思います。 

 また本日ご議論いただきましたプロジェクトあるいは環境整備といったような面につき

まして、また追加ご意見、アイデア等ございましたら、適宜事務局までご連絡を頂戴でき

ればと考えているところでございます。 

 事務局からは以上でございます。 

 -37- 



【三友座長】  副大臣と政務官から最後にコメントをいただく必要があるかなと思った

んですが、よろしいですか。すみません、当初のスケジュールどおりに進めなくて、申し

わけございませんでした。 

 それでは、特にそのほかにご発言がないようでしたら、以上でＩＣＴコトづくり検討会

議、第４回の会合を終了させていただきます。本日はお忙しい中、どうもありがとうござ

いました。 

以上 
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